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1 令和2年・新年のご挨拶 
新年明けましておめでとうございます。 

日頃は将棋の普及事業においてご指導及びご協力頂き、心から厚くお礼申し上げます。 

昨年も藤井聡太七段が各棋戦で活躍するもタイトル挑戦までは叶いませんでしたが、豊

島将之名人が竜王のタイトルを奪取して二冠を達成する偉業を果されました。 

また、愛知県支部連合会は「岡崎支部」・「豊田朝日が丘支部」が設立され37支部1265

名の会員数と将棋指導員177名を有する団体になりました。 

定例行事では第47回全国支部対抗戦・支部名人戦愛知県大会、第25回全国シニア将棋名

人戦愛知県大会、第16回文部科学大臣杯小・中学校将棋団体戦、第4回名城大学杯将棋大

会、テーブルマーク子ども将棋大会、ウッド・ワンダーランド2019、将棋フェスティバル

2019、第3回名古屋城子ども王位戦、第6回金鯱子ども将棋大会、第45回さなる杯小学生名

人戦と例年にない連続する大きな課題を東海普及連合会と共にいずれも成功裏に終えるこ

とが出来ました。 

ただ、さなる杯小学生名人戦地区大会（12月8日）は6会場（一宮・名古屋・刈谷・岡

崎・豊田・豊橋）で実施されましたが、参加人数は全体で243人と前回より50人減少

（17％ダウン）しました。これは一昨年に続き連続50人の減少でした。テーブルマーク子

ども将棋大会も参加人数を大幅に減らしており、将棋ブームが後退していると推察するも

止む無しです。 

しかし、新たなイベントや子供将棋大会の依頼がまだまだ数多く来ています。将棋の普

及は児童館、公民館、支部教室に加えて寺院、学習塾、ヤマダ電機、文化センター、カル

チャーセンター、幼稚園などで既に実施しています。今年もますます将棋指導員の活躍の

場が増えると思われます。 

我こそはと思われる将棋大好き人間の皆さん！今年こそはライフワークとして将棋指導

員の資格を取得されてはいかがでしょうか？既に指導員の方は友人知人の紹介もよろしく

お願いします。詳細は東海普及連合会または愛知県支部連合会（会報最終ページの連絡

先）まで問合せ下さい。 

最後に、引き続き愛知県支部連合会の取組にご理解とご協力を頂くことをお願いし、新

年のご挨拶とさせていただきます。 

令和2年正月吉日 会長 山中利夫 

 

2 歓迎！阿部隆八段指導対局開催 
12月15日(日)、名古屋市港区東茶屋の南陽交流プラザに阿部隆八段をお迎えし、15名の

子供たちを指導していただきました。12月にプロ棋士を招いての指導対局は今や名古屋西

南支部の年末恒例行事となっています。 

阿部八段の子供たちへの接し方は厳しいなかでも丁寧なやさしさがあり指導員の立場と

しても大変勉強させていただきました。例えば阿部先生の「たとえ」をつかった説明、例

えば相手の駒組を見ずに自分の好きな駒組を先行させてしまうような子供には日常の友達

や親との接し方を説くなど、相手との向き合うことの大切さを話され保護者の方も感じ入
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っていたことでしょう。 

プロの先生との対局での子供たちの表情は

よほどの緊張感もあり、感想戦でのご指導の

お言葉に真剣に聞き入っている様子でした。

対局後では緊張から解放されたせいもあって

熱く涙ぐむ子供も何人かいたほどです。 

月例の教室では様々な性格の子供もおり、

また棋力の差や将棋熱の差など個別指導方法

に苦慮しつつ交流プラザの将棋講座は5年が経

過しました。われらも阿部八段のような指導を範とし今後も努力していく所存です。大変

勉強になった一日となりました。 

名古屋西南支部 坂野和重 

 

3 第100回中部職域団体対抗将棋大会 
12月7日(土)に「第100回中部職域団体対抗将棋大会」が中日新聞北館で開催されました。 

1963年3月21日に始まった同大会は、板谷四郎、板谷進、両先生が、主催の中日新聞社

に働きかけて始まり、今回で節目となる100回を迎えました。 

前回より7チーム増の27チーム135名が参加し、記念大会を盛り上げました。 

記念大会に合わせ、中澤沙耶女流初段、脇田菜々子女流1級、山口仁子梨女流2級の3名

が、予選敗退チームを対象に指導対局を行いました。約50名の方が参加し好評を頂いたの

で、101回以降も指導対局を続けていきたいです。 

記念大会の結果は以下の通りです。 

 優勝 準優勝 第三位 

A級 

7チーム 

デンソーA 

(刈谷市) 

中部電力A 

(名古屋市) 
 

B級 

8チーム 

豊田自動織機A 

(刈谷市) 

名古屋市役所B 

(名古屋市) 
 

C級 

12チーム 

ジェイテクト 

(刈谷市) 

イビデン 

(大垣市) 

中部電力B 

(名古屋市) 

名古屋市役所C 

(名古屋市) 

 

4 第6回を迎えた愛知県知事賞争奪金鯱こども将棋大会 
11月10日(日)、愛知県

から県知事賞を提供いた

だいき、ますます参加者

が増加する金鯱こども将

棋大会は、第6回を数え

るに至りました。 

この大会は名古屋市西

児童館でのこども将棋講

座を担当する日本将棋連

盟名古屋支部の皆さんが中心となり、名古屋市西区役所のご協力をいただき西区役所講堂

で毎年開催されているこども将棋大会です。 

今年も主催は日本将棋連盟名古屋支部、金鯱こども将棋教室、共催名古屋ウエストライ
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オンズクラブ、後援愛知県、愛知県教育委員会、名古屋市、名古屋市教育委員会、中日新

聞社、日本将棋連盟東海普及連合会で、205名の参加で開催されました。当然ながら同伴

の父兄も含めると400名を大きく超えるため、会場の西区役所講堂は、入場者で埋め尽く

されました。 

知事賞のAクラス19名、2年生以下のBクラス60名、3～4年のCクラス60名、5～6年のDク

ラス48名、中学生のEクラス18名の5クラスに分かれて、熱戦を展開しました。 

今回は名古屋ウエストライオンズクラブからクラブ創設60周年を記念して、各クラス入

賞者に豪華な賞品を提供いただいたことを報告させていただきます。 

大会で2敗した参加者には、中田章道七段、伊奈祐介七段、石川優太四段の皆さんの指

導対局を受けてもらいました。また、スタッフとして参加した将棋指導員の皆さんも参加

者の指導をしてもらい、プロ棋士72名、将棋指導員35名の指導対局数になりました。 

別室では同伴の父兄の皆さんに対して、将棋の歴史、将棋のルールなどについてのお話

しと参加者の父兄からの質問に対する回答が、鬼頭孝生棋道師範が担当して行われました。 

こども将棋大会の開催がますます増加している中で200名を超える参加者の大会が開催

できたことは、ご協力いただいた関係者の皆さん、同伴のご父兄の皆さんに心から感謝の

意を表したいと思います。 

名古屋支部幹事長 飯沼重友 

 優勝 準優勝 第三位 

無差別 

19名 

伊覇 逞 

(名古屋市立西味鋺小6) 

白木 大輔 

(豊橋市立幸小6) 

井口 雅輝 

(東海中3) 

小学2年生以下 

60名 

井上 岳 

(帝塚山小2) 

伊藤 千智 

(弥生保育所) 

牛丸 貴裕 

(関市立旭ヶ丘小2) 

小学3･4年生 

60名 

坂井 慶一郎 

(東海市立加木屋南小4) 

山中 惇史 

(安城市立三河安城小3) 

小原 晃生 

(名古屋市立滝川小3) 

小学5･6年生 

48名 

根津 智成 

(春日井市立不二小5) 

寺澤 橙吾 

(豊明市立唐竹小5) 

丘 紘旦 

(名古屋市立香流小5) 

中学生 

18名 

松田 侑大 

(東浦町立西部中1) 

加藤 慎士 

(御嵩町立向陽中3) 

伊藤 渉 

(名古屋市立丸の内中2) 

 

5 さなる杯第45回小学生将棋名人戦 
12月8日(日)、愛知県内の6会場において、

さなる杯第45回小学生将棋名人戦を開催しま

したところ、交流戦も合わせて243名の参加が

ありました。 

㈱さなるの協賛をいただいて5回目となりま

す。初回は3会場でしたが、参加者の増加に伴

って会場を増やしたことで、足を運びやすく

なったことと思います。 

棋士による指導対局、保護者向けの将棋教

室や講演も実施され、家族で将棋に親しんで

いただけたかと思います。 

各会場の上位4名が1月19日(日)の愛知県大会に進出します。その先に東日本大会、決勝

大会と長い道のりですが、活躍を期待しています。 

次の皆様が入賞されました。各会場の棋士が揮毫した色紙などを受け取って嬉しそうな

様子でした。 
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  優勝 準優勝 第三位 第四位 

名

古

屋 

名人戦 

28名 

畑 幸佑 

(犬山市･犬山北小5) 

竹下 航平 

(名古屋市･高田小4) 

小泉 滉太 

(名古屋市･野田小4) 

林 寛人 

(名古屋市･八熊小3) 

高学年 

12名 

佐々 奏太 

(名古屋市･東志賀小6) 

片岡 佑介 

(名古屋市･大野木小4) 

管木 結清 

( 名 進 研 小 4 ) 

三輪 泉吹 

(名古屋市･小幡小6) 

低学年 

16名 

濱口 竣大 

(春日井市･勝川小3) 

北川 湊葉 

(愛教大附名古屋小3) 

佐々 慎朔 

(名古屋市･汐路小2) 

田中 楓己 

(名古屋市･旭丘小1) 

一

宮 

名人戦 

15名 

根津 智成 

(春日井市･不二小5) 

飯田 啓吾 

(蟹江町･蟹江小2) 

安本 興生 

(弥富市･弥生小3) 

坂井 快行 

(小牧市･小牧南小2) 

高学年 

11名 

田中 祐聖 

(一宮市･向山小6) 

山中 蒼來 

(稲沢市･山崎小6) 

伊藤 篤樹 

(一宮市･富士小5) 

川角 一綺 

(小牧市･北里小5) 

低学年 

19名 

加藤 碧人 

(一宮市･今伊勢小3) 

川瀬 義貴 

(一宮市･神山小3) 

安達 誠太郎 

(羽島市･中央小3) 

杉本 琉稀 

(犬山市･楽田小3) 

刈

谷 

名人戦 

15名 

華房 慶大 

(名古屋市･なごや小4) 

大草 歩睦 

(名古屋市･自由ヶ丘小4) 

富士田 光志 

(安城市･安城南部小4) 

山中 惇史 

(安城市･三河安城小3) 

高学年 

19名 

小田 彰吾 

(東海市･渡内小6) 

菅沼 晴仁 

(日進市･赤池小4) 

渡邊 柑介 

(豊明市･沓掛小6) 

山田 悠介 

(安城市･中藤小4) 

低学年 

28名 

坂井 政士郎 

(東海市･加木屋南小2) 

石川 琳人 

(東浦町･片葩小3) 

黒田 晴真 

(名古屋市･小幡北小1) 

曽根 秀仁 

(豊田市･駒場小1) 

豊

田 

名人戦 

9名 

小島 瑞葵 

(愛教大附属名古屋小3) 

清水 太陽 

(みよし市･三好丘小3) 

若林 卓実 

(名古屋市･上社小5) 

伊藤 侑輝 

(豊田市･衣丘小3) 

高学年 

9名 

古野 知典 

(瀬戸市･水南小6) 

両角 慶太 

(長久手市･南小5) 

柴田 純太 

(みよし市･中部小6) 

長塚 蓮太 

(豊田市･浄水小4) 

低学年 

10名 

青山 知矢 

(豊田市･平和小2) 

神谷 圭太 

(豊田市･寺部小1) 

蜂須賀 柊甫 

(みよし市･三好丘小3) 

伊藤 衛太朗 

(豊田市･小清水小2) 

豊

橋 

名人戦 

11名 

鈴木 遙悟 

(長久手市･西小5) 

加藤 優弥 

(豊橋市･下地小3) 

山内 竜之介 

(豊橋市･牛川小5) 

永谷 隼人 

(豊橋市･羽根井小5) 

高学年 

4名 

大羽 舜也 

(豊橋市･二川小4) 

渡邉 真人 

(豊橋市･東田小5) 

横田 晴之 

(蒲郡市･南部小6) 

佐藤 槙誠 

(豊橋市･向山小4) 

低学年 

6名 

猿渡 真士 

(豊橋市･松山小1) 

山田 湊斗 

(蒲郡市･南部小2) 

渡邉 勇希 

(豊橋市･東田小3) 

中村 銀侍 

(豊橋市･幸小3) 

岡

崎 

名人戦 

15名 

寺澤 橙吾 

(豊明市･唐竹小5) 

坂本 大毅 

(日進市･南小5) 

林 勇楓 

(豊明市･栄小4) 

川嶋 修真 

(西尾市･八ッ面小4) 

高学年 

4名 

坂井 聡哉 

(岡崎市･竜美丘小6) 

石川 佑弥 

(岡崎市･六ツ美西部小5) 

石川 照之 

(岡崎市･細川小6) 

久松 晃大 

(岡崎市･あたご小4) 

低学年 

13名 
中村 壮翔 

(半田市･花園小3) 

神谷 維人 

(岡崎市･三島小3) 

安部 圭矢 

(幸田町･豊坂小2) 

神宮司 楓介 

(岡崎市･羽根小1) 

 

6 将棋指導者講習会の開催について 
日本将棋連盟は将棋の普及の担い手である将棋指導員を増やす目的で、将棋指導者講習

会を全国4か所（関西、四国、東海、東北）で開催します。また、2019年1月の全国県支部

連合会会長会議で将棋普及の数値目標として、将棋指導者（現在950名）を10年後に2,000

名に、連盟支部（現在675支部）を800支部、支部会員（現在17,000人）を20,000人にする

ことを明らかにしています。 

わたくしたち愛知県支部連合会も2019年4月に21名の新しい将棋指導員を迎えましたが、
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年齢や健康が理由で引退される指導員もあります。 

2020年2月末の将棋指導員の申請締め切りまでに、一人でも多くの将棋指導員の推薦を

支部、将棋指導員の皆さんにお願いします。 

まずは将棋指導者講習会への参加を多くの皆さんに勧めていただくようお願いします。 

（1）と  き  令和2年1月26日(日)PM1時受付、PM2時開始、PM4時30分終了予定 

（2）と こ ろ  愛旅連ビル3階会議室（栄将棋教室となり） 

（3）講  師  森下卓九段 高野秀行六段 

（4）参 加 費  無料 

（5）申込方法  往復ハガキかメールにて、住所・氏名・年齢・電話番号・支部名（所属

の場合）・参加希望会場名・件名に「指導者講習会申込」、往復ハガキ

の場合は返信面に住所、氏名を明記し下記まで。開催日の10日前必着

（但し、定員になり次第締め切ります） 

〒151-8516 東京都渋谷区千駄ヶ谷2-39-9 日本将棋連盟普及課「将棋 

指導者講習会」係 

（6）問 合 せ  日本将棋連盟 電話03-3408-6165 E-mail shidouin@shogi.or.jp 

 

7 さなる杯第45回小学生将棋名人戦愛知県大会 
（1）と  き  令和2年1月19日(日) AM9:00～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  佐鳴予備校名古屋本社 

名古屋市中区葵1-22-13 電話052-933-1001 

（3）内  容  第45回小学生将棋名人戦愛知県大会 

         小学生交流将棋大会 高学年（4年以上）低学年（3年以下） 

        プロ棋士指導対局、将棋教室、講演会 

（4）参 加 費  小学生交流将棋大会1,000円（さなる在校生は無料・IDカードを持参） 

（5）表  彰  第四位までに賞状・賞品 

（6）主  催  日本将棋連盟愛知県支部連合会 

（7）協  賛  株式会社さなる 

（8）後  援  中日新聞社 愛知県・同教育委員会 名古屋市・同教育委員会 

（9）協  力  日本将棋連盟 日本将棋連盟東海普及連合会 

（10）問 合 せ 日本将棋連盟愛知県支部連合会 電話052-253-9441 

 

8 第49回全国支部将棋対抗戦・名人戦愛知県大会 
（1）と  き  令和2年2月2日(日) AM9:30～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  名古屋港湾会館 

（3）資  格  対抗戦 所在地が愛知県の支部の支部会員、三段以下 

名人戦 所在地が愛知県の支部の支部会員、居住地が愛知県の個人会員 

一般戦A級・B級 誰でも参加できます。 

（4）参 加 費  対抗戦 1チーム6,000円（2,000円×3人、中学生以下1,000円） 

名人戦 2,000円（中学生以下1,000円） 

一般戦A級・B級 1,000円 

（5）申込方法  所属支部を通じて1月30日(木)までに。 

（6）表  彰  対抗戦代表1チーム、名人戦代表1名は令和2年4月17日(金)～19日(日)に

ザマーカススクエア神戸で開催される西日本地区大会に出場。 

（7）主  催  日本将棋連盟愛知県支部連合会 

（8）問 合 せ  日本将棋連盟愛知県支部連合会 電話052-253-9441 
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9 第27回全国シニア将棋名人戦愛知県大会 
（1）と  き  令和2年2月2日(日) AM9:30～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  名古屋港湾会館 

（3）資  格  令和2年1月1日現在60歳以上であること 

所在地が愛知県の支部の支部会員、居住地が愛知県の個人会員 

（4）参 加 費  2,000円 

（5）申込方法  所属支部を通じて又は直接1月30日(木)までに。 

（6）表  彰  代表1名は令和2年4月17日(金)～19日(日)にザマーカススクエア神戸で

開催される西日本地区大会に出場。 

前年度愛知県代表は代表資格がありません。 

（7）主  催  日本将棋連盟愛知県支部連合会 

（8）問 合 せ  日本将棋連盟愛知県支部連合会 電話052-253-9441 
 

10 今後の予定 
1月12日(日) 第2回熱田こども将棋大会 

1月19日(日) さなる杯第45回小学生将棋名人戦愛知県大会 

2月2日(日)  第49回全国支部将棋対抗戦・名人戦愛知県大会 

2月2日(日)  第27回全国シニア将棋名人戦愛知県大会 

2月2日(日) 愛知県支部連合会総会 

2月27日(木) 第78期A級順位戦最終局解説会 

3月15日(日) 名古屋市児童館講師団会議 

3月29日(日)～31日(火) 第8回星空将棋合宿 

4月5日(日) 将棋指導員資格審査 

 

会報の配信をご希望の方は東海普及連合会事務所までご連絡ください。 

東海普及連合会のサイト（http://shogitokai.sakura.ne.jp/）からダウンロードしてい

ただくこともできます。 

東海普及連合会、愛知県支部連合会へのご意見がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

 

東海普及連合会事務所 

〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目12番21号第2栄スカイタウン4A 

電話 052-253-9441 FAX 052-253-9442 E-mail shogi_tokai@ybb.ne.jp 


